
木造住宅耐震改修にあたっての１０の法則（一般診断・方法１）
                                                 　　　呉市都市政策部建築指導課
                                                       　　　　２００７／０１／１６
	 はじめに
 　耐震改修にあたり基本的な項目を再チェックし，①安価②簡単③工事期間の短縮④ 施主の工事に関しての負担減を考慮する事が重要です。
 　そのためには，木造住宅耐震改修設計士の方が，如何に「木造住宅の耐震診断と補 強方法」（（財）日本建築防災協会）のテキストを熟知し，実践に生かして頂くかが  重要です。我々の気のついた事柄を「１０の法則」として考えてみました。


	 （凡例）                                   Ｐｗ：壁の耐力Ｐｗ＝Σ（Ｃ・ｌ・ｆ）
 Ｐｄ：保有する耐力　                         Ｐｅ：その他の耐震要素の耐力
 Ｐ ：強さ　                                Ｃ ：壁強さ倍率
 Ｅ ：耐力要素の配置等による低減係数        ｌ ：壁長（無開口壁の長さ）       Ｄ ：劣化度による低減係数                  ｆ ：柱接合部による低減係数


【法則　１】まず，老化度による低減係数Ｄを１．００にせよ！
　（解説）　
　　建物のＰｄ（Ｐ＊Ｅ＊Ｄ）で決まるので，まずは老化度の低減係数を１．００にする事　　から，耐震改修を考えてみて下さい。この点数を上げるだけで１．００を越える場合も考えられます。
　　この改修に係わる費用も当然，補助の対象となります。例えば，外壁の改修・樋の　　改修・浴室のタイルの補修・床鳴りの改修等が考えられます。ここで注意を要するのは，隠蔽部分の柱・土台等の腐朽やシロアリの被害で構造躯体に関する影響を及ぼすもので，十分な事前調査が必要です。
【法則　２】耐力要素の配置等による低減係数Ｅを１．００にせよ！
　（解説）
　　建物のＰｄ（Ｐ＊Ｅ＊Ｄ）で決まるので，次にＥを１．００にする事を考えてみて下　　さい。それには，四分割法における充足率Ｐ／Ｑｒで決まるので，１／４と４／４の　　バランスが重要です。つまり，１／４と４／４の充足率を合わせる（弱と弱，強と強）　　とバランスが良くなり１．００になります。（青本Ｐ３２参照）
　　ただし，このバランスが悪いと床仕様Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにより数値が変化します。床をⅠ「合板」にすると数値が上がるので，ⅢからⅠも検討しましょう。
　　
【法則　３】Ｐ＝Ｐｗ（Ｃ＊ｆ＊Ｌ）＋Ｐｅを肝に銘じよ！
 （解説）
　上部構造評点はＰの値をＱｒで除したものなので，Ｐの値を大きくする方が有利であ　り，そのためにはｆを少なくする事が大事である。
  ｆは基礎形式，接合部で決まるので，例えば接合部ⅣをⅡにするだけでｆ値を増加さ　せることが出来ます。特に，最上階（２階建ての２階，平屋建ての１階）は大幅に増　加します。つまり，小屋裏に入り羽子板ボルト・ＶＰ・ＣＰ－Ｔ・ＣＰ－Ｌ等の金物で固定するなどしましょう。その時には，天井点検口を付けると施工し易くなります。
　（土台と柱の接合については法則　８参照）
（参考）２階部分の接合ランクⅣからⅡ又はⅠに改善すると，低減係数ｆはどのくらいアップするか？
　　　　（注意：２階建ての２階は常に基礎Ⅰの項の欄を見る。青本Ｐ２８の５から６行目参照）
　壁強さ倍率Ｃ         Ⅳの低減係数ｆ     Ⅱの低減係数ｆ         Ⅰの低減係数ｆ
　２．５ＫＮ／ｍ未満　→　　　　０．７　    →　１．０（Ⅳの１．４２倍）　 →　１．０（Ⅳの１．４２倍）　
　２．５～４．０未満　→　　　　 ０．３５　　 →　０．８（Ⅳの２．２８倍）　→　１．０（Ⅳの２．８５倍）　
　４．０～６．０未満　→　　　　 ０．２５     →　０．６５（Ⅳの２．６０倍） →　１．０（Ⅳの４．０倍）
　６．０ＫＮ／ｍ以上　→　　　　０．２０　　 →　０．５０（Ⅳの２．５０倍） →　１．０（Ⅳの５．０倍）
　特に，外周りの耐力壁壁Ｃは４．０～６．０ＫＮ／ｍが比較的多いので，改善の効果は大きいと思われます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木耐協.HPより出展）
【法則　４】床仕様をⅡ・ⅢをⅠに補強せよ！
 （解説）
　水平構面の剛性が低いと応力の再配分がされにくいので水平構面の剛性が低く偏心の　大きい建物では，応力集中が大きくなり危険側になっています。その様な建物は，床の仕様をⅠ（合板）にすること（和室の荒板の場合は合板に張り替え）が必要です。また，吹き抜けがある場合は床周囲の補強や４ｍ以下にするなど特に注意が必要です。
  （青本Ｐ１３３参照）
【法則　５】大きな開口は耐力壁で潰すという発想は再考せよ！
（解説）
　平面的に開口部が偏ってバランスの悪い建物は，耐力壁をバランス良く配置すること　が重要です。しかし，サッシュ等であれば採光上問題は出ますが耐力壁の増加は可能　です。車庫・玄関等の場合は施主の同意は困難です。この場合は（財）日本建築防災　協会の技術評価制度等（資料１）を参考に開口フレーム等も参考に考えてみましょう。また，採光が必要となる場合も，木製の面格子（平成１６年告示第１１７１号別表第４参照・注含水率１５％以下に限る）やＦＲＰの面格子も耐力壁として使えます。壁でないといけないという先入観を捨てましょう。
【法則　６】外部で処理すると施主の負担が軽減！
（解説）
　耐力壁を外部側から取り付けると，施主のストレスは軽減されます。例えば，外付けブレース（ステンレス製）も一考の余地があると思います。安価・簡単・スピードアップが大原則です。ただし，認定品が原則となりますし，基礎が無筋の場合は耐力を上げすぎないことが肝要です。
【法則　７】減築も考慮せよ！
（解説）
　施主の高齢化や同居人の減少により，従前より面積的に不要な建物もあります。この　ような方には，減築もひとつの方法です。例えば，２階部分を撤去し平屋に改修するとか，不要な増築部分を撤去することも考えられます。因みに床面積あたりの必要耐力Ｑｒは２階建ての１階（重い建物）で１．０６Ｚですが，平屋建てでは０．４Ｚで約４割に低減され，これだけで上部構造評点１．００の可能性も充分出てきます。
　道路に近接している２階建ての倒壊防止に繋がります。当然，補助対象となります。
【法則　８】ジョイントを攻略せよ！
（解説）
　１階外壁面の下部や１・２階外壁面のジョイント部の仕上げ材（下地材共）を撤去し，　老朽化した部材の取り替えと共に金物の取り付けを考えて見て下さい。旧耐震の木造建築物は外部に筋交いを取り付けている場合が多く，柱・筋交い・横架材のジョイントの金物の設置が可能です。これにより接合部による低減係数ｆのランクアップ（Ⅳ→Ⅱ）も可能となり，特に，水回りの老朽部分の改修等も出来ます。金物補強の後は構造用合板により補強し，サイディングやモルタルでの補修によりデザイン化も可能です。
【法則　９】無筋とＨ．Ｄは相性が悪い！
（解説）
　無筋コンクリート造の基礎では，壁の強さ倍率の高いものを局所的に使用することは　禁じ手です。耐震要素をバランス良く配置しましょう。特に高倍率の壁を配置する場合は，Ｈ．Ｄ金物が必要となりますし，鉄筋コンクリート造の基礎補強（浮き上がり防止）が必須です。 無筋とＨ．Ｄは相性が悪いということです。
　また，既存基礎の補強により，評価が上がります。（青本Ｐ２５４参照）
　このほか，無筋基礎の補強には炭素繊維による補強等がありますので，これらも参考にして下さい。
【法則　１０】補強計画は精算法からアップさせよ！
（解説）
　一般診断法による上部構造評点は，建物を総２階，総３階と想定しており必要耐力を　算出しています。各階の床面積が違っている場合は，精算法により必要耐力を低減しても良いことになっています。（青本Ｐ２６参照）この方法によると，一般的には１階耐力はアップしますが，２階は若干ダウンします。特に，２階が４ｍ未満の場合（割増係数１．３）の場合はかなり２階の評点がダウンしますので注意が必要です。
　当然のことながら，平屋の建物には使えません。
　補強はこの精算法の上部構造評点から１．００以上にすれば，補強も少なくて済みます　し経費も安くなります。（青本Ｐ３７参照）

